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年末年初市況見通しと現状 

 

はじめに 

 年末から年初にかけて業界紙などで今年の市況見通しについて、ご祝儀相場的な楽観論を

含め様々な考え方が示された。ほぼ第一四半期を過ぎた段階でそれらを整理すると共に、現

状を確認してみた。 

 

I．タンカー 

１．VLCC 

 
＜見通しと論点＞ 

新聞紙上などに見る業界関係者の年初の見通しには、楽観的な見方と、2013 年と同程度

に戻るという悲観的な見方との双方があった。楽観的な見方については、①国際エネルギー

機関（IEA）による世界原油需要の増加予測（前年比 1.3％増の日量 9,240 万バレル）、②海

上荷動きの微増予測（パイプライン敷設と米シェールオイル増産による微増）、及び③中国・

インドの西アフリカからの原油調達増加に伴うトンマイルの増加予測に基づき、船腹需要の

増加を予測する一方、世界の新造船供給量が過大ではない（純増 10 隻程度）という船腹供

給の予測から、2014 年の市況は緩やかに上昇すると主張されていた。悲観的な見方につい

ては、船腹供給引き締めに関しては好意的な材料（新造船竣工が前年と比べ若干減少）があ

るものの、マーケットのファンダメンタルズが改善していないことからすれば、年初の市況

上昇は一時的なものであって、いずれ 2013 年と同程度に戻ると主張されていた。 

 
＜現状＞ 

2014 年 3 月末までの市況動向からは、低位安定に近いものの楽観的な見通しが概ね妥当

しているものと思われる。 
まず、VLCC 市況に影響を与える経済動向・海上荷動き・船腹需給等を確認する。Global 

Insight社の2014年4月時点での見通しでは、2014年の世界のGDP年平均成長率は3.3％、

世界の海上荷動き量の伸び率は全体で 3.8％、原油の海上荷動き量については 1.1％が見込

まれている（図表１）。クラークソン（Oil & Tanker Trades Outlook）も原油の海上荷動き

量伸び率を 1.1％と予測する。 
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II．バルカー 

１．ケープサイズ 

 
＜見通しと論点＞ 
年初の見通しには、市況は概ね堅調に推移すると予想されていた。その一因として、数年

にわたる市況低迷の主因であった新造船の大量竣工が一服することを挙げるものや、2014
年の船腹伸び率を主要貨物（鉄鉱石）荷動き伸び率が上回るとの予想を示すものもあった。 
また、2014 年は先物相場水準が実勢市況を常に上回る展開が予想される点、そして減速

航行の浸透による船腹供給の抑制が寄与する点を積極的要因として挙げる一方、消極的要因

として、船腹供給量過多に加え、原油価格低迷・バンカー価格低迷により減速航行からの離

脱分岐線が下がることを挙げつつも、2014 年は 2012、2013 年との比較では良好な市況と

見込むものもあった。 

 
＜現状＞ 
経済動向、荷動き関連であるが、Global Insight によれば、鉄鉱石海上荷動き量の前年比

伸び率は 4.6％と見込まれる（図表１１）。クラークソン（Dry Bulk Trade Outlook）にい

たっては、伸び率 9.3％と強気の見込みである。 
世界鉄鋼協会（WSA）によると、中国の粗鋼生産量は 2014 年 1-2 月対前年同期比 4.3％

増（図表１２）であり、2014 年 1-3 月期鉄鉱石輸入量も、前年同期比で 19.4％増の 2 億 2,201
万トンに達している（2014 年 4 月 11 日付チャイナプレス）。海事プレス（2014 年 4 月 25
日及び 5 月 7 日付）によれば、輸出国側でもある豪州からの 1-3 月期鉄鉱石出荷量が過去最

高ペースの 1 億 5,000 万トン台となり、前年同期比で 21％増加している。BHP ビリトン、

リオ・ティント、フォーテスキュー・メタルズ・グループ（FMG）など同地の資源会社の

1-3 月鉄鉱石輸出量も、それぞれ前年同期比で約 1,000 万トンの増加となっている。他方で、

ブラジル積み極東揚げ（フロントホール）の鉄鉱石荷動きが鈍化、これに伴い大西洋での船

腹余剰が生じている（2014 年 4 月 21 日付日本海事新聞）。 
次に、船腹需給面では、クラークソンが 2014 年の世界のケープサイズ船腹量を対前年比

3.7％増の 304.6 百万積載重量トンと予測しているが、荷動きの高い伸び率を考えれば、需

給は一致することになると説明されている。そして、減速航行からの離脱分岐線に影響を与

えると指摘された原油価格及びバンカー油価格であるが、クラークソンの発表資料によれば、

2014 年の第一四半期の原油価格は 2013 年平均と同程度又は若干上回る水準にあるものの

（図表１３）、バンカー油の価格については、2013 年平均よりも若干下回る水準で推移して

いる（図表１４）。したがって、減速航行からの離脱が生じ始めるような価格水準にはない

といえる。 
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15）が 13,125 ドルであったのに対し、実勢レートは 8,210 ドルであり、先物相場が実勢を

上回っていることから、明るい兆しが見られるともいえ、4 月以降に前年水準を上回るよう

推移するか、見守ることが肝要となろう。 
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III．定航（コンテナ） 

 
＜見通しと論点＞ 
年初の見通しでは、市況の改善は見込めないとの予想が大勢であった。これは、積極的要

因として、北米住宅市場の本格的な回復など欧米関係荷動きが少しずつ伸びはじめている点

（北米東航荷動き：前年比 5.0%増加の予測）、消極的要因として、2014 年は 2013 年末全

船腹量の 8％前後の新造船竣工が予測されていることなどから、需給引き締めとはなりにく

い環境と予測されたことによる。 

 
＜現状＞ 
荷動き動向については、世界経済全体で成長及び輸出入量の増大が見込まれるなどの好調

な経済動向を背景に、コンテナ荷動きについても増加が見込まれている。Global Insight に
よれば、2014 年コンテナ海上荷動き量の対前年伸び率は 4.3％と見込まれている（図表１

９）。実際にも、たとえば北米東航のコンテナ貨物量は 1-3 月期累計で前年同期比 6.3％増（4
月 14 日付日本海事新聞）、欧州西航の 1-2 月期累計は前年同期比 2.9%増（2014 年 4 月 18
日付日本海事新聞）となっており、前年と比べれば共に好調な滑り出しといえる。この背景

として、たとえば北米航路の動向に影響を与える北米住宅市場については、S&P ケース・

シラー住宅価格指数及び米国住宅建築許可件数から 2013 年から 2014 年にかけての回復基

調がうかがえ（図表２０及び２１）、米国の個人消費支出（PCE）についても、堅調に推移

していることが影響しているといえよう（図表２２）。2013 年に好調な伸びを見せた EU 圏

の個人消費支出（図表２３）についても、みずほ銀行（『みずほ欧州経済動向』2014 年 4
月号）が 2014 年第一四半期を「個人消費は全体として底堅く推移している」と評価してい

ることから、荷動き増加にとって好材料になっているといえる。実際、欧州西航では、2014
年 2 月の貨物量は前年割れしたものの、それまでは 11 か月連続で貨物量が前年を上回る回

復ぶりをみせていた（2014 年 4 月 18 日付日本海事新聞）。アジア域内航路についても、2014
年 1 月のコンテナ荷動き量は対前年同月比で 4.7％増の 1,189,719TEU、2 月も 2.5％増の

978,882TEU と、こちらも好調な滑り出しとなっている（当センター『主要定期航路コンテ

ナ貨物の荷動き動向』：2014 年 3 月 27 日及び 4 月 17 日発表分）。2013 年には ASEAN 主

要 5 か国の個人消費支出推計が 120 兆円に達し（2014 年 2 月 23 日付日本経済新聞）、2014
年の同 5 か国実質経済成長率も 4.9％と見込まれる（IMF World Economic Outlook）など、

こちらも好材料の存在が指摘できる。 
2014 年の世界船腹需給バランスについては、クラークソン（Container Intelligence 

Monthly）が需要の増加（コンテナ貿易量：10 百万 TEU 増）が供給の増加（コンテナ積載

能力：0.75 百万 TEU 増）を上回ると予測していることから、船腹需給面での改善傾向がう

かがえる。しかしながら、3 月時点で係船が船隊全体の 4.3％にあたる 0.74 百万 TEU に上

っており、クラークソンは、構造的な供給過剰は依然として解消されていないと指摘してい

る。こうした状況に加え、1 万 TEU 超の大型コンテナ船“ULCS”の大量竣工と、それに
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